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総務民生常任委員会の審議

建設文教常任委員会の審議

令和４年第２回定例会は、６月６日から６月17日まで12日間の会期で開　かれ、令和４年度補正予算や条例の改正など、７議案を審議しました。
常任委員会での質疑を中心に、その内容をご紹介します。

感染症対策費や予防接種  費などの補正予算を可決
ウイルスから 町民を守れ の審議を表しています。6月定例会

子
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新
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感
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対
策
保
育
環
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改
善
事
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補
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８
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５
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運
営
事
業
費

◆
放
課
後
児
童
会１５

万
円

◆
こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー

３
５
万
円

質
疑　
基
金
の
残
高
と
寄
付

金
の
用
途
は
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
の
事
業
の
取
り
組
み
は
。

行
政
課
長　
令
和
４
年
度
末

の
残
高
は
、
９
８
１
３
万
６

２
６
３
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
寄
付
金
は
、
学
生
の
語

学
研
修
支
援
事
業
の
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
一
部
の
事
業

は
中
止
と
な
っ
た
が
、
語
学

研
修
支
援
や
英
会
話
講
座
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
食
文

化
な
ど
を
紹
介
す
る
Ｋ
ｉ
ａ 

Ｏ
ｒ
ａ
な
が
い
ず
み
な
ど
の

事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

質
疑　
今
回
町
立
園
で
実
施

す
る
自
動
水
栓
化
数
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
認
定
こ

ど
も
園
７０
カ
所
、
保
育
所
５６

カ
所
、
幼
稚
園
６２
カ
所
の
合

計
１
８
８
カ
所
を
予
定
し
て

い
る
。

質
疑　
町
立
園
の
自
動
水
栓

化
の
進
捗
状
況
は
。

課
長　
子
ど
も
た
ち
が
使
用

す
る
教
室
や
ト
イ
レ
の
手
洗

い
場
は
完
了
す
る
。

質
疑　
民
間
園
へ
の
補
助
内

容
と
対
象
園
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
マ
ス
ク

や
消
毒
液
な
ど
消
耗
品
の
購

入
費
、
感
染
症
対
策
業
務
に

対
す
る
職
員
手
当
、
ト
イ
レ

手
洗
い
場
な
ど
の
自
動
水
栓

化
経
費
な
ど
に
対
す
る
補
助

で
あ
る
。
対
象
園
は
、
消
耗

品
購
入
な
ど
が
８
園
、
自
動

水
栓
化
が
５
園
で
あ
る
。

質
疑　
今
回
の
接
種
対
象
者

は
。

健
康
増
進
課
長　
平
成
９
年

４
月
２
日
～
平
成
１８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
女
性
の
う
ち

接
種
済
み
の
方
を
除
い
た

１
５
９
７
人
が
対
象
で
あ
る
。

質
疑　
自
費
接
種
者
が
補
助

金
を
申
請
す
る
際
、
領
収
書

が
な
い
場
合
の
対
応
は
。

課
長　
母
子
健
康
手
帳
な
ど

に
記
載
さ
れ
て
い
る
接
種
記

録
を
確
認
し
対
応
す
る
。

質
疑　
寄
付
金
で
購
入
す
る

も
の
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
寄
付
の

目
的
が
子
育
て
支
援
へ
の
活

用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

５
周
年
を
迎
え
た
パ
ル
な
が

い
ず
み
で
使
用
す
る
大
型
遊

具
と
、
放
課
後
児
童
会
で
使

用
す
る
一
輪
車
の
購
入
を
予

定
し
て
い
る
。

大型遊具
（サイバーホイール）

補
　
正
　
予
　
算

内
容

国
・
県
の
補
助
金
を
活
用

し
、
町
立
園
の
手
洗
い
場

な
ど
を
自
動
水
栓
に
付
け

替
え
る
も
の
。

内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
実
施
す
る
民

間
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
・
小
規
模
保
育
事
業

所
に
補
助
を
行
う
も
の
。

内
容

積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え

に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
に
対
す
る

接
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、

自
費
で
接
種
し
た
方
に
費

用
相
当
分
の
補
助
を
行
う

も
の
。

内
容

篤
志
家
か
ら
の
寄
付
金

（
１
０
０
万
円
）
を
国
際

交
流
基
金
に
積
み
立
て
る

も
の
。

内
容

篤
志
家
か
ら
の
寄
付
金

（
５
０
万
円
）
を
子
育
て

支
援
に
活
用
す
る
も
の
。

ＨＰＶワクチン… 子宮頸がんなどの原因となるヒトパピローマウイルスへの感染を防ぐワクチン。副反応の報告などにより平成２５年から令和３年まで接種を勧める
取り組みが控えられていたが、その後再開された。
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総務民生常任委員会の審議

建設文教常任委員会の審議

令和４年第２回定例会は、６月６日から６月17日まで12日間の会期で開　かれ、令和４年度補正予算や条例の改正など、７議案を審議しました。
常任委員会での質疑を中心に、その内容をご紹介します。

感染症対策費や予防接種  費などの補正予算を可決
ウイルスから 町民を守れ の審議を表しています。6月定例会

◆ 

長
泉
町
議
会
議
員
及
び
長

泉
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆ 

鮎
壺
公
園
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結

◆ 

専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ

の
承
認

議
会
を
活
性
化
し
、
よ
り
町

民
か
ら
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る

た
め
、『
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
』
を
設
置
し
、
８
人

の
委
員
を
選
出
し
た
。

委
員
長 

大
沼　
正
明

副
委
員
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安
田
三
津
子

委
員 

宮
口　
嘉
隆

植
松　
英
樹

杉
山　
夏
男

福
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明

長
野　
晋
治

堀
内　
　
浩

ま
た
、
現
在
導
入
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
さ

ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す

る
た
め
、『
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

検
討
特
別
委
員
会
』
を
設
置

し
、
８
人
の
委
員
を
選
出
し

た
。

委
員
長 

米
山　
　
智

副
委
員
長 

内
田　
幸
英

委
員 

井
出　
春
彦

下
山　
和
則

杉
森　
賢
二

加
藤　
祐
喜

若
林　
　
徹

石
川　
美
穂

特
別
委
員
会

そ
の
他
の
議
案

議
会
の
活
性
化
と
議
会
運
営
の
効
率
化
を

調
査
・
研
究
！

議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
を
設
置

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討

特
別
委
員
会
を
設
置

安田副委員長

内田副委員長

大沼委員長

米山委員長

議員 

議案

審
議
結
果

長
野　
晋
治

若
林　
　
徹

石
川　
美
穂

内
田　
幸
英

安
田
三
津
子

大
沼　
正
明

福
田　
　
明

加
藤　
祐
喜

宮
口　
嘉
隆

堀
内　
　
浩

杉
森　
賢
二

杉
山　
夏
男

植
松　
英
樹

米
山　
　
智

下
山　
和
則

井
出　
春
彦

議第４８号 長泉町議会議員及び長泉町長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第４９号 鮎壺公園整備工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―

議第５０号 令和４年度長泉町一般会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承第７号 専決処分の報告及びその承認（長泉町税条例の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承第８号 専決処分の報告及びその承認
（長泉町都市計画税条例の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承第９号 専決処分の報告及びその承認
（令和４年度長泉町一般会計補正予算（第１回）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第５１号 令和４年度長泉町一般会計補正予算（第３回）
◀◀◀追加上程された補正予算（裁判費用）の特集はP.14へ◀◀◀ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

６月定例会採決結果一覧

令和４年度補正予算（第１回～３回）
一般会計 ２億 3,983 万円

最
終
日
の

映
像
は

こ
ち
ら
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

ズバリ！ズバリ！

一般質問とは…議員が町政全般
の執行状況や方針、課題などを、
執行機関に直接質問すること。

９人が一般質問
石川　美穂議員石川　美穂議員
１．生活困窮者に対する食糧支援とフードバンク活動１．生活困窮者に対する食糧支援とフードバンク活動
２． コロナ禍と孤独　多様なつながりを持てる子ども食堂、２． コロナ禍と孤独　多様なつながりを持てる子ども食堂、

居場所づくり居場所づくり

安田　三津子議員安田　三津子議員
１．町の女性職員の働き方改革１．町の女性職員の働き方改革
２．町の発信力、宣伝力２．町の発信力、宣伝力

大沼　正明議員大沼　正明議員
１． 投票率向上への取り組みを伺う１． 投票率向上への取り組みを伺う

堀内　浩議員堀内　浩議員
１． 子どもたちを取り巻く社会環境の変化にいかに取り組１． 子どもたちを取り巻く社会環境の変化にいかに取り組

んでいくのかんでいくのか
２．出産後の育児にも新たな支援を２．出産後の育児にも新たな支援を

杉森　賢二議員杉森　賢二議員
１．人と動物が共生できる心豊かなまちづくりを１．人と動物が共生できる心豊かなまちづくりを
２．高齢者の住みよいまちを目指して２．高齢者の住みよいまちを目指して

福田　明議員福田　明議員
１．多様な文化が息づく品格ある町に１．多様な文化が息づく品格ある町に

長野　晋治議員長野　晋治議員
１．教育方針を問う１．教育方針を問う

杉山　夏男議員杉山　夏男議員
１．町、道路橋維持管理は１．町、道路橋維持管理は

宮口　嘉隆議員宮口　嘉隆議員
１．ＳＤＧｓで将来の構想への準備は１．ＳＤＧｓで将来の構想への準備は

1

2

3

5

4

6

7

9

8
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一般質問・町政を問う

Q
生
活
困
窮
者
支
援
と
町
内
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
支
援
を

A
社
協
と
連
携
し
情
報
提
供
と
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る

Q
多
様
な
つ
な
が
り
を
持
て
る
子
ど
も
食
堂
な
ど
居
場
所
づ
く
り
を

A
地
域
や
団
体
な
ど
の
活
動
を
後
押
し
し
て
い
く

生
活
困
窮
者
の
支
援
を

問　
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓

口
体
制
や
支
援
の
内
容
は
。

福
祉
保
険
課
長　
町
と
社
協

に
窓
口
を
設
け
連
携
し
な
が

ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、
世
帯
の

実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

地
域
交
流
の
居
場
所
づ
く
り

問　
町
内
の
子
ど
も
食
堂
の

現
状
と
町
の
見
解
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
町
内
で

は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

お
弁
当
配
布
や
食
糧
支
援
を

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
あ
る
。
大
人
や
多
年
齢

の
子
ど
も
達
と
の
交
流
な
ど

問　
食
糧
品
寄
付
の
周
知
と

取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
部
長　
民
間
団
体

と
連
携
し
広
報
な
ど
で
日
時

や
場
所
な
ど
を
周
知
し
て
い

る
。
寄
付
の
受
入
れ
は
社
協

で
随
時
行
っ
て
い
る
。

問　
町
内
で
活
動
す
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
団
体
と
の
連
携
は
。

部
長　
町
内
の
有
志
団
体
に

に
よ
り
、
子
ど
も
や
親
の
居

場
所
、
地
域
と
つ
な
が
る
場

所
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
。

問　
民
間
団
体
が
継
続
的
に

運
営
で
き
る
町
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
。

課
長　
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し

た
子
育
て
支
援
団
体
活
動
促

よ
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
等
を
周

知
し
、
町
や
社
協
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
大
変
意
義
の
あ
る
活
動

で
あ
る
こ
と
か
ら
団
体
の
社

会
的
認
知
度
の
向
上
に
向
け

支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

問　
新
規
に
立
ち
上
げ
を
考

え
て
い
る
団
体
へ
の
サ
ポ
ー

進
事
業
費
補
助
金
制
度
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
、
周
知
や
浸

透
を
図
り
、
社
協
と
連
携
し

て
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

問　
多
世
代
の
交
流
に
つ
な

が
り
多
様
な
つ
な
が
り
を
感

じ
ら
れ
る
居
場
所
づ
く
り
を
。

町
長　
生
活
困
窮
世
帯
や
孤

立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
家
庭

な
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
に

ト
体
制
や
情
報
発
信
は
。

部
長　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

の
内
容
や
方
法
な
ど
の
情
報

に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
窓
口
な
ど
へ
の
問
い
合

わ
せ
に
は
確
実
な
対
応
に
努

め
る
な
ど
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

限
ら
ず
地
域
の
多
世
代
が
交

流
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
良
い

方
向
に
進
む
よ
う
、
必
要
な

支
援
を
し
て
い
き
、
地
域
や

団
体
な
ど
の
活
動
を
後
押
し

す
る
こ
と
で
活
動
が
継
続
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
交

流
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

石い
し

川か
わ

美み

穂ほ

　
　
　
　
議
員

誰も取り残されない
まちづくりを

フードバンクに寄付された食品類

一般質問映像

フードバンク活動… 食品の品質には問題がないものの、さまざまな理由により破棄されてしまう食品を集め、生活困窮などにより支援を必要とする方に無償で
提供する活動。

社協…社会福祉協議会の略称。地域福祉の推進を図るため、福祉サービスの提供や相談活動、ボランティア活動の推進・支援など、さまざまな事業を行う。5



一般質問・町政を問う

安や
す

田だ

三み

津つ

子こ

　
　
　
　
議
員

Q
町
職
員
採
用
に
向
け
た
女
性
職
員
の
働
き
方
改
革
を

A
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
制
度
の
構
築
を
進
め
る

Q
町
の
発
信
力
、
宣
伝
力
の
強
化
を

A
町
の
情
報
発
信
の
統
制
役
の
設
置
を
検
討
す
る

町職員採用辞退者減に向けた職場環境を

 一般質問映像

働く女性を応援します

町
の
発
信
力
の
取
り
組
み
は

問　
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ボ
ル
入

り
エ
コ
バ
ッ
グ
の
全
戸
配
布

を
。

行
政
課
長　
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン

ボ
ル
の
認
知
度
は
着
実
に
高

ま
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
引

き
続
き
各
種
事
業
の
促
進
や

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
グ
ッ
ズ
の

制
作
・
配
布
は
行
う
が
、
対

象
を
全
世
帯
と
し
て
一
律
に

グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
移
住
者
を
増
や
す
取
り

組
み
は
。

総
務
部
長　
移
住
者
を
増
や

す
取
り
組
み
よ
り
定
住
を
促

進
す
る
事
に
重
き
を
置
く
取

り
組
み
を
し
て
お
り
、
今
般

の
コ
ロ
ナ
禍
で
転
職
し
な
い

移
住
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
町
の
魅
力
を
周
知
す

る
広
告
を
新
橋
に
出
し
た
が
、

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
支

援
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
迅
速
に

実
施
す
る
こ
と
で
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

施
策
を
展
開
し
継
続
し
て
い

く
。

問　
広
報
宣
伝
の
部
署
を
つ

く
る
考
え
は
。

副
町
長　
職
員
の
情
報
発
信

に
対
す
る
意
識
改
革
を
進
め

る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
に

対
す
る
統
制
役
の
設
置
を
検

討
す
る
。

働
き
方
改
革
と
環
境
の
構
築

問　
自
治
体
誤
送
金
問
題
で

町
の
振
込
業
務
は
大
丈
夫
か
。

会
計
管
理
者　
当
町
の
会
計

シ
ス
テ
ム
は
二
重
で
支
出
伝

票
の
作
成
が
で
き
な
い
。
振

込
処
理
作
業
に
お
い
て
も
複

数
の
確
認
工
程
を
経
る
対
応

を
し
て
い
る
。

問　
今
後
も
待
機
児
童
ゼ
ロ

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
今
後
も

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
に
よ

る
子
育
て
世
代
の
増
加
に
よ

り
、
保
育
所
な
ど
の
需
要
は

高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
そ
の

動
き
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

町
内
の
教
育
・
保
育
施
設
な

ど
の
関
係
者
と
情
報
交
換
を

し
て
、
引
き
続
き
、
待
機
児

童
ゼ
ロ
維
持
に
向
け
た
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
産
休
、
育
休
、
介
護
休

暇
の
推
進
は
。

行
政
課
長　
制
度
周
知
や
取

得
の
促
進
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
国
家
公
務
員
に
準
じ

た
制
度
を
構
築
し
、
制
度
改

正
の
場
合
は
速
や
か
に
新
た

な
制
度
を
適
用
し
て
い
く
。

問　
庁
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
状
況
は
。

行
政
課
長　
企
画
財
政
課
デ

ジ
タ
ル
推
進
チ
ー
ム
な
ど
が

テ
レ
ワ
ー
ク
を
試
行
的
に
実

施
し
て
お
り
、
課
題
を
精
査

し
た
上
で
推
進
を
検
討
し
て

い
く
。
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一般質問・町政を問う

大お
お

沼ぬ
ま

正ま
さ

明あ
き

　
　
　
　
議
員

Q
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
へ
投
票
支
援
を

A
今
後
、
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
検
証
す
る

投
票
率
向
上
の
取
組
を

問　
７
月
執
行
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
高
校
生
選
挙

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
見
込

み
は
。

行
政
課
長　
町
内
高
等
学
校

の
生
徒
２０
人
が
、
１０
か
所
の

投
票
所
で
、
選
挙
事
務
に
従

事
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
２０
代
の
投
票
率
向
上
を

目
的
に
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の

公
募
を
。

課
長　
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
高
校
生
が
選
挙
事
務
に

従
事
す
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
課
題
な
ど
を
整
理
す
る
。

今
後
、
既
に
選
挙
サ
ポ
ー

タ
ー
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

２０
代
を
対
象
と
し
た
選
挙
サ

ポ
ー
タ
ー
の
設
置
に
向
け
、

未
来
人
定
住
応
援
事
業
の
対

象
の
方
々
へ
の
投
げ
か
け
も

含
め
検
討
を
進
め
る
。

問　
他
の
自
治
体
で
は
、
子

ど
も
対
象
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
小
中
学
生

の
保
護
者
の
投
票
率
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。
当
町
ら
し

い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
。

課
長　
当
町
で
も
選
挙
啓
発

は
様
々
な
方
法
で
実
施
し
て

い
る
。
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
投
票
率
の
向
上
を
期
待
で

き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
実
施
を

検
討
す
る
。

問　
町
内
事
業
者
と
選
挙
割

の
取
り
組
み
を
。

課
長　
行
政
主
導
で
実
施
す

る
考
え
は
な
い
が
、
事
業
者

が
公
職
選
挙
法
を
遵
守
し
て

投
票
証
明
書
の
提
示
な
ど
に

よ
る
選
挙
割
を
実
施
す
る
こ

と
は
可
能
と
考
え
る
。

参議院議員通常選挙の期日前投票所

一般質問映像

問　
投
票
所
で
、
代
理
投
票

や
他
の
支
援
が
必
要
な
場
合

に
提
示
で
き
る
投
票
支
援

カ
ー
ド
の
導
入
を
。

課
長　
支
援
が
必
要
な
方
へ

の
対
応
は
、
家
族
の
申
し
出

や
投
票
者
本
人
の
様
子
か
ら

選
挙
事
務
従
事
者
の
声
掛
け

に
よ
り
概
ね
対
応
が
で
き
て

い
る
。
よ
り
適
切
に
支
援
す

る
た
め
試
行
的
に
本
年
７
月

に
実
施
さ
れ
る
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
か
ら
実
施
し
た
い
。

問　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
な

ど
に
投
票
所
ま
で
の
移
動
支

援
と
し
て
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
を
。

総
務
部
長　

新
た
に
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
配
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
移
動

支
援
事
業
の
制
度
が
選
挙
時

で
も
活
用
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
周
知
し
て
い
く
。
ま

た
、
高
齢
者
な
ど
の
投
票
機

会
の
拡
充
と
投
票
率
向
上
を

目
的
に
バ
ス
な
ど
を
利
用
し

た
移
動
期
日
前
投
票
所
を
試

行
的
に
設
置
し
利
用
状
況
を

検
証
し
て
い
く
。

問　
衆
人
環
視
の
点
か
ら
、

開
票
作
業
は
ウ
ェ
ル
ピ
ア
の

ア
リ
ー
ナ
で
実
施
を
。

部
長　
開
票
会
場
の
確
保
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
な

ど
を
総
合
的
に
捉
え
る
と
、

現
状
の
長
泉
小
学
校
体
育
館

で
の
実
施
が
適
切
と
考
え
る
。

小中学生が文房具をもらえる
選挙キャンペーンの実施を
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一般質問・町政を問う

宮み
や

口ぐ
ち

嘉よ
し

隆た
か

　
　
　
　
議
員

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
移
動
支
援
策
の
実
施
を

A
運
行
課
題
を
把
握
し
改
善
後
、
１０
月
か
ら
本
運
行
開
始
予
定

Ｄ
Ｘ
で
交
通
弱
者
対
策

問　
こ
れ
か
ら
の
長
泉
清
水

循
環
バ
ス
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　
遅
延
に
よ

る
利
便
性
の
低
下
や
公
共
交

通
空
白
地
の
解
消
な
ど
現
在

の
運
行
課
題
を
踏
ま
え
、
既

存
路
線
の
経
路
を
短
縮
し
南

北
移
動
に
特
化
し
た
路
線
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も

に
、
２
台
の
車
両
が
双
方
向

で
町
内
を
８
の
字
に
循
環
す

る
新
た
な
路
線
の
導
入
を
計

画
し
て
い
る
。
現
在
、
関
係

各
所
へ
の
協
議
・
調
整
を

行
っ
て
お
り
１２
月
の
再
編
運

行
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
長
泉
版
タ
ク
シ
ー
助
成

の
事
業
者
と
の
連
携
は
。

課
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
課
題
を
踏
ま

え
、
実
証
運
行
を
実
施
し
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
協
会
と
の

協
議
の
う
え
、
協
会
に
所
属

し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
の

う
ち
、
利
用
が
よ
り
見
込
ま

れ
る
８
社
で
実
施
を
し
て
い

る
。
今
後
、
１０
月
の
本
運
行

の
開
始
に
向
け
て
、
そ
の
他

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
介
護

タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
対
象
と

し
た
事
業
説
明
会
を
実
施
し
、

対
象
事
業
者
の
拡
大
を
予
定

し
て
い
る
。

ファ
シ
リ
テ
ィマ
ネ
ジ
メ
ン
ト

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
財
政

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
計
画
通
り
進
ん
で
い

る
か
。

課
長　
各
種
感
染
症
対
策
の

財
源
と
し
て
財
政
調
整
基
金

残
高
を
令
和
２
年
度
と
３
年

度
合
わ
せ
て
約
９
億
７
千
万

円
減
少
さ
せ
て
き
た
が
、
今

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

で
は
町
税
も
回
復
基
調
に
あ

り
、
当
町
の
財
政
運
営
に
お

け
る
影
響
は
一
時
的
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
公

共
施
設
長
寿
命
化
基
金
の
残

高
が
令
和
３
年
度
末
で
約

２０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
、

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
計

画
的
な
維
持
・
修
繕
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

問　
開
催
基
準
な
ど
町
独
自

の
指
針
を
作
成
し
て
は
。

総
務
部
長　
こ
れ
ま
で
町
は
、

国
や
県
が
示
し
た
指
針
に
基

づ
き
対
応
を
図
っ
て
き
た
。

仮
に
町
が
独
自
の
指
針
を
示

す
と
基
準
が
複
数
に
な
る
こ

と
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
混
乱

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

作
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
今
後
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
考
え
は
。

部
長　
今
後
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
開

催
を
前
提
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
が
、
完
全
収
束
が

見
通
せ
な
い
状
況
下
、
直
近

の
感
染
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

国
や
県
が
示
す
指
針
に
基
づ

き
開
催
の
可
否
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

•
 

Ｄ
Ｘ
で
の
住
民
要
望
、
窓

口
簡
素
化

•
 

脱
炭
素
へ
、
ご
み
焼
却

場
で
の
発
電

より利便性の高い交通網の構築を

一般質問映像

ＳＤＧｓで
将来構想への準備は

ファシリティマネジメント…土地や建物などを最適な状態（コスト最小、効果最大）で保有、運営、維持、活用するために総合的・統括的に管理する手法のこと
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一般質問・町政を問う

子ども・子育て総合相談窓口

ヤングケアラーの
早期発見・支援を

堀ほ
り

内う
ち

浩ひ
ろ
し

　
　
　
　
議
員

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
強
化
を

A
関
係
課
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く

Q
給
食
費
現
状
維
持
か
値
上
げ
か

A
臨
時
的
に
公
費
負
担
も
あ
り
え
る

一般質問映像

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問　
認
知
度
向
上
の
取
り
組

み
は
。

教
育
部
長　
教
職
員
な
ど
に

は
研
修
会
の
開
催
、
児
童
生

徒
に
は
啓
発
用
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
学
校
で
配

布
す
る
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
周
知
を
図
る
。

問　
相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
取
り
組
み
は
。

部
長　
本
人
や
家
族
の
自
覚

が
な
い
な
ど
の
理
由
で
表
面

化
し
に
く
い
課
題
が
あ
る
。

学
校
で
子
ど
も
の
様
子
や
家

庭
の
状
況
を
把
握
し
、
助
け

を
求
め
る
大
切
さ
を
周
知
す

る
取
り
組
み
が
必
要
。
周
り

の
大
人
が
気
付
き
、
担
任
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
町
の
「
子
ど
も
・
子

育
て
総
合
相
談
窓
口
」
に
つ

な
げ
関
係
課
が
連
携
し
て
支

援
す
る
。

問　
今
後
の
対
応
は
。

町
長　
早
期
に
発
見
し
、
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
福
祉
、

介
護
、
医
療
、
教
育
な
ど
の

分
野
が
連
携
し
対
応
す
る
こ

と
が
重
要
。
現
在
の
町
の
体

給
食
食
材
高
騰
の
対
応
を

問　
今
年
度
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
今
後
も
食
材
価

格
の
高
騰
は
続
く
と
考
え
ら

れ
、
学
校
給
食
摂
取
基
準
の

質
、
量
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
半
期
ご
と
に
単

価
契
約
し
て
い
る
食
材
価
格

が
８
月
に
決
定
す
る
こ
と
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
食
材
費

の
公
費
負
担
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
際
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
こ
の
対
応

は
緊
急
、
臨
時
的
で
あ
り
、

食
材
価
格
の
高
騰
が
続
く
場

合
は
次
年
度
以
降
の
給
食
費

改
定
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
近
隣
市
町
に
先
駆
け
給

食
費
の
無
償
化
を
。

部
長　
給
食
費
は
全
て
食
材

購
入
費
で
あ
り
、
町
で
は
こ

れ
に
加
え
地
産
地
消
、
食
育

の
推
進
か
ら
毎
年
度
、
食
材

購
入
費
２
千
万
を
公
費
で
負

担
し
て
い
る
。
無
償
化
の
た

め
に
は
、
年
間
２
億
円
を
超

え
る
財
源
確
保
が
必
要
と
な

り
現
在
考
え
て
は
い
な
い
。

切
れ
目
の
な
い
育
児
支
援

問　
出
産
祝
金
の
創
設
を
。

部
長　
一
時
的
な
経
済
的
負

担
軽
減
策
よ
り
も
長
期
的
に

子
育
て
支
援
策
を
展
開
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
出
産
祝

金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

制
で
は
「
子
ど
も
・
子
育
て

総
合
相
談
窓
口
」
や
、「
長

泉
町
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
」
で
支
援
を
検
討

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

が
、
分
野
の
垣
根
を
超
え
て

の
連
携
が
必
要
と
な
る
。
今

後
、
今
年
度
新
た
に
設
置
し

た
重
層
的
支
援
準
備
室
で
相

談
・
支
援
体
制
の
方
向
性
を

定
め
て
い
く
。
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一般質問・町政を問う

杉す
ぎ

森も
り

賢け
ん

二じ

　
　
　
　
議
員

Q
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

A
動
物
愛
護
、
終
生
飼
養
に
向
け
た
普
及
啓
発
を
図
る

Q
老
後
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
介
護
体
制
の
構
築
を

A
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
を
的
確
に
見
込
み
、
施
設
整
備
の
検
討
を
進
め
る

幼稚園での動物とのふれあい

一般質問映像

安心して暮らせるための
心豊かなまちづくりを

飼
い
主
の
い
な
い
犬
・

猫
へ
の
対
策
は

問　
亡
く
な
っ
て
い
た
犬
・

猫
の
頭
数
や
今
後
の
対
策
は
。

く
ら
し
環
境
課
長　
令
和
３

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
犬
３

件
、
猫
２
８
８
件
。
国
が
示

す
多
頭
飼
育
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
県
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
愛
玩
動
物
の

将
来
安
心
な
老
後
生
活
を

問　
地
域
福
祉
活
動
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
の
状
況
と
計
画
は
。

長
寿
介
護
課
長　
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
な

ど
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
と

適
正
飼
養
を
進
め
て
い
く
。

問　
獣
医
師
会
、
町
内
動
物

病
院
と
の
情
報
共
有
や
連
携

は
。

課
長　
駿
東
獣
医
師
会
、
県

東
部
保
健
所
な
ど
と
動
物
愛

護
の
適
正
飼
養
に
係
る
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
情
報
交

換
を
行
い
連
携
を
図
っ
て
い

る
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
普
及
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
と
活
躍
で
き

る
機
会
を
拡
充
す
る
。

問　
次
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
お
け
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施

設
の
整
備
の
考
え
は
。

課
長　
次
期
介
護
保
険
事
業

問　
町
内
学
校
や
施
設
な
ど

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及

活
動
促
進
を
。

課
長　
町
内
小
学
校
の
３
年

生
を
対
象
に
盲
導
犬
、
介
助

犬
を
用
い
、
命
の
尊
さ
や
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
実

施
し
て
お
り
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
連
携

を
図
る
な
ど
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
方

計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で

国
が
提
供
す
る
推
計
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
な
が
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
量
を
的
確
に
見
込

み
、
必
要
と
な
る
施
設
整
備

の
検
討
を
進
め
る
。

問　
介
護
保
険
事
業
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

課
長　
施
設
整
備
で
は
、
令

和
３
年
度
に
事
業
者
の
公
募

と
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
く
。

問　
犬
・
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
の

実
現
を
。

課
長　
飼
い
主
責
任
の
徹
底
、

モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
獣
医
師
会
、
動
物
病
院
、

保
健
所
な
ど
と
連
携
し
動
物

愛
護
、
終
生
飼
養
に
向
け
た

啓
蒙
活
動
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
く
。

を
行
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
事
業
者
を
選
定
。
令
和
４

年
度
に
整
備
を
行
い
、
令
和

５
年
４
月
１
日
ま
で
の
開
設

を
目
指
す
。
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一般質問・町政を問う

平成 30 年度の文化講演会

多様な文化が
息づく町に

福ふ
く

田だ

明あ
き
ら

　
　
　
　
議
員

Q
文
化
芸
術
事
業
が
後
退
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

A
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
に
親
し
め
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る

Q
長
泉
町
自
殺
対
策
計
画
は

A
生
き
る
こ
と
へ
の
包
括
的
な
支
援
の
充
実
を
図
る

一般質問映像

町
の
文
化
芸
術
活
動

問　
第
５
次
総
合
計
画
で
文

化
芸
術
活
動
が
生
涯
学
習
の

１
項
目
に
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

生
涯
学
習
課
長　
施
策
分
野

を
ど
の
よ
う
な
文
言
に
す
る

か
な
ど
、
総
合
計
画
審
議
会

で
の
議
論
を
経
て
決
定
し
た

も
の
で
あ
り
、
施
策
分
野
の

項
目
に
な
い
と
い
う
こ
と
で

文
化
や
芸
術
を
軽
ん
じ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
基

本
計
画
よ
り
も
上
位
の
基
本

構
想
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
文
化
講
演
会
が
２
年
に

１
度
開
催
の
理
由
は
。

課
長　
費
用
対
効
果
の
面
な

ど
を
含
め
て
事
業
の
見
直
し

を
行
っ
た
も
の
で
、
今
後
、

従
来
の
よ
う
な
文
化
講
演
会

を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
節
目
の
機
会
の
周

年
事
業
と
し
て
の
開
催
な
ど
、

手
法
を
変
え
て
行
う
こ
と
を

検
討
し
た
い
。

問　
児
童
生
徒
の
芸
術
鑑
賞
、

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の

充
実
は
。

教
育
推
進
課
長　
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
演
劇
、
落
語
の
鑑
賞
、

ま
た
町
内
の
美
術
館
と
連
携

し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
子
ど
も

た
ち
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。

自
殺
対
策
計
画

問　
当
町
に
お
け
る
令
和
３

年
以
降
の
自
殺
者
の
人
数
、

年
代
、
自
殺
理
由
は
。

福
祉
保
険
課
長　
厚
生
労
働

省
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
最

新
の
資
料
に
よ
る
と
、
当
町

に
お
け
る
令
和
３
年
中
の
自

殺
者
の
人
数
は
４
人
で
、
年

代
は
３０
歳
代
、
５０
歳
代
、
６０

歳
代
、
８０
歳
以
上
が
そ
れ
ぞ

れ
１
人
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

自
殺
理
由
は
、
家
庭
問
題
、

経
済
面
や
生
活
面
に
お
け
る

問
題
、
勤
務
に
関
す
る
問
題

な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

問　
当
町
の
、今
後
の
対
策・

計
画
は
。

課
長　
町
は
第
２
次
長
泉
町

自
殺
対
策
計
画
を
策
定
し

た
。
本
計
画
に
は
、
地
域
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
、
自
殺
対
策
を
支
え
る
人

材
の
育
成
、
住
民
へ
の
啓
発

と
周
知
、
生
き
る
こ
と
の
促

進
要
因
へ
の
支
援
、
児
童
・

生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に

関
す
る
教
育
の
５
つ
の
基
本

施
策
を
掲
げ
て
い
る
と
と
も

に
、
２
つ
の
重
点
施
策
を
定

め
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
進
め
、
長
泉
町

福
祉
施
策
推
進
・
評
価
委
員

会
に
お
い
て
事
業
に
対
す
る

検
証
や
評
価
を
行
い
、
町
と

し
て
の
生
き
る
こ
と
へ
の
包

括
的
な
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
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一般質問・町政を問う

杉す
ぎ

山や
ま

夏な
つ

男お

　
　
　
　
議
員

Q
通
過
車
両
の
な
い
元
長
窪
Ⅲ
橋
の
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
は
適
切
か

A
道
路
管
理
者
と
し
て
事
業
は
総
合
的
に
判
断
し
た

東部畜産センター付近の元長窪Ⅲ橋

一般質問映像

道路管理者として
適切な判断を

町
道
の
橋
の
管
理
状
況
は

問　
橋
梁
は
維
持
費
も
多
額

と
な
る
が
管
理
の
状
況
は
。

工
事
管
理
課
長　
平
成
２５
年

の
法
改
正
に
よ
り
、
５
年
に

１
度
の
点
検
が
義
務
化
さ
れ

た
。
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、
点
検
結
果
に
基
づ

き
今
後
も
必
要
な
予
算
を
計

上
し
対
応
し
て
い
く
。

問　
東
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
付

近
、
元
長
窪
Ⅲ
橋
の
橋
梁
補

修
工
事
の
施
工
理
由
は
。

課
長　
平
成
２９
年
度
の
点
検

で
、
元
長
窪
Ⅲ
橋
は
早
期
に

措
置
が
必
要
な
橋
梁
と
判
定

さ
れ
、
令
和
４
年
度
内
の
措

置
が
必
要
と
な
っ
た
。
工
事

の
前
提
条
件
は
、
①
道
路
法

の
主
旨
か
ら
橋
梁
を
残
し
た

ま
ま
廃
道
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
②
当
橋
は
都
市
計

画
道
路
片
浜
池
田
線
の
計
画

線
内
に
あ
り
、
将
来
的
に
は

取
り
壊
す
が
、
片
浜
池
田
線

の
４
車
線
化
が
事
業
化
さ
れ

る
時
期
が
未
定
で
あ
る
。
③

町
道
を
長
期
に
渡
り
通
行
止

め
に
す
る
こ
と
は
法
の
主
旨

に
反
す
る
。
④
東
名
高
速
道

路
に
架
か
る
跨
道
橋
８
橋
が

早
期
措
置
段
階
と
判
定
さ
れ
、

令
和
４
年
度
内
に
８
橋
全
て

の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
。
⑤
取
壊
し
の
事
業
費
は

５
億
円
を
超
え
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。
⑥
東
名
高
速
道

路
利
用
者
へ
の
直
接
的
被
害

を
回
避
す
る
た
め
早
期
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
条
件
を
整
理
し
、
町
は

片
浜
池
田
線
の
４
車
線
化
と

同
時
期
に
元
長
窪
Ⅲ
橋
を
取

り
壊
す
こ
と
と
し
、
そ
れ
ま

で
の
間
は
町
道
と
し
て
維
持

管
理
し
て
い
く
方
針
を
固
め

た
。

問　
県
と
の
協
議
内
容
は
。

都
市
環
境
部
長　
橋
梁
を
残

す
べ
き
か
、
取
り
壊
す
の
か
、

補
助
対
象
と
す
る
に
は
町
道

認
定
が
必
要
か
、
あ
る
い
は

廃
道
し
た
場
合
は
な
ど
を
協

議
し
た
。
結
果
、
道
路
管
理

者
と
し
て
橋
梁
を
良
好
な
状

態
に
保
つ
必
要
性
か
ら
橋
梁

補
修
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

問　
都
市
計
画
道
路
片
浜
池

田
線（
長
泉
イ
ン
タ
ー
通
り
）

が
開
通
以
降
、
既
に
不
用
と

な
っ
て
い
る
橋
梁
を
残
す
の

か
。

部
長　
片
浜
池
田
線
の
４
車

線
化
に
つ
い
て
は
県
に
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
時
期
は

未
定
で
あ
る
。
事
業
化
の
際

に
は
協
議
の
中
で
県
あ
る
い

は
町
が
取
り
壊
す
こ
と
に
な

る
。

問　
県
の
判
断
が
重
要
。
確

認
す
れ
ば
は
っ
き
り
し
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長　
４
車
線
化
の
事
業
化

に
つ
い
て
要
望
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。
そ
の
間
、
橋
梁

を
良
好
な
状
態
に
保
つ
べ
く
、

点
検
や
、
点
検
結
果
に
基
づ

く
対
応
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
。

問　
通
過
車
両
の
な
い
橋
を
、

取
り
壊
す
時
期
が
不
明
の
ま

ま
管
理
を
継
続
す
る
の
か
。

将
来
的
な
こ
と
を
し
っ
か
り

と
協
議
し
た
上
で
判
断
を
。

町
長　
将
来
的
に
橋
を
取
り

壊
す
考
え
は
持
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
時
点
で
の
取
壊

し
に
約
５
億
円
と
の
試
算
が

あ
る
中
で
、
県
の
４
車
線
化

に
合
せ
る
こ
と
で
、
町
の
負

担
を
軽
減
で
き
る
期
待
も
あ

る
。
道
路
管
理
者
と
し
て

し
っ
か
り
管
理
す
る
上
で
は

必
要
な
予
算
と
判
断
し
て
今

回
の
工
事
に
至
っ
た
。
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一般質問・町政を問う

プログラミング教育の様子
想像力を駆使して問題解決

学校を開放し、社会全体とし
て学校教育をつくっていこう

長な
が

野の

晋し
ん

治じ

　
　
　
　
議
員

Q
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
、
情
報
発
信
す
る

一般質問映像

インクルーシブ教育…障がいのある子どもたちも通常学級に在籍し、障がいのない子どもたちとともに教育を受けることで、共生社会の実現を目指すもの。
ＳＴＥＡＭ教育… 学んだことを生かし、実世界の中から問題を発見し、想像力を駆使して問題を解決する力をつけることを目標とする教育。ＳＴＥＡＭは、科学

Sience・技術 Technology・工学 Engineering・芸術 Art・数学 Mathematics の頭文字。

学
校
教
育
の
現
状
と
課
題

問　
障
が
い
を
も
つ
児
童
・

生
徒
の
普
通
学
級
、
特
別
支

援
学
級
の
選
択
や
通
級
指
導

教
室
の
利
用
な
ど
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の
考
え
方
、

体
制
は
。

教
育
推
進
課
長　
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
の
学
び
の
場

に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確

に
応
え
る
指
導
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
通
常
の
学
級
、
通

級
に
よ
る
指
導
、
特
別
支
援

学
級
、
特
別
支
援
学
校
と

い
っ
た
、
連
続
性
の
あ
る
多

様
な
学
び
の
場
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
町
で
は
就
学
支
援

委
員
会
を
開
き
、
学
校
教
職

員
や
医
師
、
児
童
福
祉
関
係

者
な
ど
の
委
員
が
そ
の
子
に

と
っ
て
最
適
な
学
び
の
場
を

国
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
審
議
し
、
保
護
者
と

本
人
の
意
向
を
確
認
し
、
教

育
委
員
会
が
決
定
し
て
い
る
。

問　
１
人
１
台
端
末
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
授
業
支
援
ソ
フ

ト
を
活
用
し
、
学
習
課
題
に

対
し
て
個
々
の
考
え
を
発
信

し
た
り
、
新
た
に
触
れ
た
他

者
の
考
え
を
再
構
成
し
て
自

身
の
考
え
を
深
め
た
り
す
る

活
動
に
使
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
社
会
の
授
業
で
商
店

の
工
夫
し
て
い
る
点
を
ソ
フ

ト
上
の
カ
ー
ド
に
記
入
し
、

友
達
の
意
見
と
見
比
べ
な
が

ら
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
理

科
の
授
業
で
は
物
質
の
変
化

に
つ
い
て
予
想
を
立
て
、
実

験
中
の
様
子
を
動
画
で
撮
影

し
、
結
果
を
ま
と
め
る
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。

問　
学
校
運
営
協
議
会
制
度

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）

は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い

る
か
。

部
長　
教
育
委
員
会
か
ら
任

命
さ
れ
た
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
、
学
校
運
営
の
基
本

方
針
を
承
認
し
た
り
、
教
育

活
動
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、

学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
、
地
域
の

方
々
へ
も
広
く
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。

問　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

部
長　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
は
、
論
理
的
思
考
を
育
み
、

身
近
な
問
題
の
解
決
に
主
体

的
に
取
り
組
む
態
度
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
を
上
手
に

活
用
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会

を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
態

度
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
ソ
フ
ト
を
用
い
て
体
験
的

な
学
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
は
よ
り
深
い
学
び
へ
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
改
善
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
。

教
育
推
進
課
長　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
は
、
主
に
高
等
学
校

段
階
に
お
け
る
学
習
と
し
て

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
土

台
と
し
て
、
小
中
学
校
で
総

合
的
な
時
間
な
ど
に
教
科
横

断
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
な
が
ら
調
べ
学
習
、

意
見
交
換
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
よ
る
発
表

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
利
用

し
て
、
論
理
的
思
考
を
育
む

学
習
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
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裾野市と共同による新火葬場整備事業に関する住民訴訟が終結し、町の勝訴が確定しました。町からその結果
の報告とともに、裁判に要した経費を、町が公費から負担するための補正予算を計上したいという申し出を受
け、議長は、住民代表である議員の意見を整理する必要があると判断。「議員間討議」を開催し、勝訴した町
が裁判費用を負担することの妥当性を全議員で議論しました。

原告である住民有志が「裾野市と整備
を進める新火葬施設整備費の町分担金
は不当支出であり町に損害を与えた」
として、町長に６６２万円を賠償するよ
う求めた住民訴訟で、最高裁が原告側
の上告を受理しないことが決定し、原
告側の請求を棄却する一審、二審の判
決が確定しました。

公平中立な議会として裁判に影響を与えな
いよう、係争中の事案に関しては一般質問
を控えるなどの配慮をしてきましたが、新
火葬場整備は長期にわたり慎重に審議して
きた案件であることから、全員協議会を開
催し、一審、二審、最高裁の裁判結果（い
ずれも原告側の請求を棄却）の報告を受け
ました。

当局から弁護士報酬９９万３，０００円、実費相当額１１万２，１６０円、合計１１０万５，１６０円の補正予算が計上されるとの説
明を受け、議論をスタートしました。裁判経過や司法の判断に対し、引き続き公平中立な立場であるべきという共
通認識のもと、自由に意見を交わしました。

町は勝訴したが、住民の権利を守るため、町が公費を投入し裁判費用を負担することはやむを
得ない。とし、議会最終日に追加上程された補正予算案を全会一致で可決しました。

勝訴した町が裁判に要した費用をなぜ負担しなければ
ならないのか。町民は納得できない。

原告は「前町長が議会を誤導した」「議会として十分審議
されていない」などと主張したが、裁判所は「議会の議
決が全てであり、当局の進め方、町議会の議決に違法性
や無効となる理由はない」との判決であった。町や議会
に損害を与えており、原告に費用の負担を請求すべき。

原告は、その構成員の一部の住所氏名を開示せず、町
民であることが確認されないまま裁判がスタートした
とのことだが、そもそも訴訟を起こすだけの適格を有
する団体だったのか。

住民訴訟は住民に与えられた権利だが、財務会計法上
の義務に違反する場合に限られる。今回の裁判は裾野
市との火葬場共同整備に反対し、現地建て替えに固執
した内容。裁判所はまともに取り合ったのか。

全員協議会は、法令に基づき設置される、議員全員が出席する会議です。定例会
や臨時会などの本会議とは別に、必要に応じて開かれ、議案や町政の重要な案件
の説明を町から受けたり、議会運営に関わる事項を協議したりします。
議員間討議は、町の重要な案件などを全議員で十分に討議し、意見の調整や合意
形成を図るために開かれる会議です。法に位置づけられる会議ではありませんが、
長泉町議会では、意思決定までの議論を活性化するため、争点や論点を整理する
場として、必要に応じて開いています。

住民訴訟は住民の監視機能であり、私利私欲がないこ
とが前提。最高裁まで進めるのも住民の権利であり議
会が否定すべきではない。

訴訟費用を最初から原告に負担させるのは権利を奪う
行為になりかねないが、本件は一審で完結する内容で
あり、二審以降の費用は原告に請求すべき。

妥当性を徹底議論
勝訴しても裁判費用は町が負担!?
妥当性を徹底議論
勝訴しても裁判費用は町が負担!?補正予算

追加上程
補正予算
追加上程

円110 6,000万

１ 町が勝訴　判決確定

３ 議員間討議を開催！ 勝訴した町が裁判費用を負担することの妥当性を徹底議論

２ 全員協議会　町からの報告

教えて! 議会用語

「全員協議会」
「議員間討議」

町は勝訴したのに… 原告としての適格の有無は？

住民訴訟に該当するのか

住民訴訟は住民の権利だ

議会の議決に違法性や無効となる理由はない

一審までの費用負担はいいが…

最終的に▶▶
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５月１日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。

私の要望・意見
期待しています

審議日程や議案の一覧などは開会日のおよそ
６日前にホームページに掲載します。

9月定例会は９月１日㈭
開会予定です。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
期
待

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
、
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ

た
と
き
に
も
楽
し
め
そ
う
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た（

１０
代
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
で
き
る

こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
調
べ
る
と
、

誰
に
で
も
で
き
て
お
も
し
ろ

そ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

（
３０
代
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
町
の
魅
力

向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き

議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
で
す
。

（
３０
代
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
し

て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
！
子
ど
も
も
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
…
楽
し
み
で

す
！

（
４０
代
）

大
切
な
税
金
の
使
い
道

私
た
ち
の
大
切
な
税
金
。
長

泉
町
の
た
め
に
大
切
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

（
４０
代
）

過
去
最
大
規
模
の
予
算
可
決

と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
住
み

や
す
い
町
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
あ
り

ま
す
が
、
議
会
と
町
民
の
距

離
が
も
っ
と
近
く
な
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

（
３０
代
）

長
泉
町
の
一
般
会
計
予
算
が

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
か
が
、
分
か
り
や
す
く
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
６０
代
）

私
た
ち
の
税
金
の
使
い
道
が

分
か
り
、
理
解
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

（
３０
代
）

住
み
続
け
た
い
町
へ

公
園
施
設
の
整
備
、
設
備
維

持
管
理
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
た
ま
に
散
歩
コ
ー
ス

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
町
で

大
好
き
で
す
。

（
５０
代
）

山
の
方
は
自
然
が
多
く
て
、

市
街
地
は
発
展
し
て
て
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
、
自
慢
の

い
い
町
で
す
。

（
１０
代
）

沼
津
三
島
線
、
本
当
に
便
利

で
す
。
長
泉
町
に
１０
年
住
ん

で
い
ま
す
が
ど
ん
ど
ん
便
利

に
な
っ
て
い
ま
す
。（

３０
代
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

Ｄ
Ｘ
な
ど
時
代
に
合
っ
た
取

り
組
み
を
し
て
い
て
安
心
し

ま
し
た
。
お
年
寄
り
も
子
育

て
世
代
も
住
み
や
す
い
良
い

町
に
し
て
く
だ
さ
い
。（

３０
代
）

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
の
低
さ

が
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
小
学

校
は
ぜ
ひ
９０
％
を
目
指
し
て

ほ
し
い
で
す
。

（
４０
代
）

長
小
の
外
の
ト
イ
レ
が
き
れ

い
に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。

（
１０
歳
未
満
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ

ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
早

急
の
課
題
。
特
に
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
は
他
の
市
町

の
ト
イ
レ
に
比
べ
て
も
遅
れ

て
い
る
の
で
「
い
ち
ば
ん
い

い
」
と
言
わ
れ
る
ト
イ
レ
に

な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

（
６０
代
）

今
後
も
追
跡
を

「
追
跡
あ
の
質
問
は
ど
う
な

っ
た
？
」
の
記
事
は
非
常
に

有
意
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

過
去
の
案
件
は
忘
れ
や
す
い

も
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に

そ
の
後
の
状
況
を
説
明
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
再
認
識

と
進
行
状
況
把
握
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
関
係
者
の
熱

意
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
も

よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
７０
代
）
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？でしょう

ここは

どこ

たんけんクイズ
わが町

Vol.141

ヒ
ン
ト…

令
和
４
年
３
月
に
拡
張
し
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
納
米
里
郵
便
局
近
く
の
公
園
で
す
。

「
納
〇
里
公
園
」

まちかどインタビューまちかどインタビュー
～町民バレーボール大会の参加者に聴きました～

議員が
  聴く!

①長泉町にはいつごろからお住まいですか
②今住んでいて感じることはありますか
③長泉町の良い点・不自由な点はありますか
④町でどのようなイベントを実施してほしいですか
⑤これからの長泉町に期待することはありますか

●
発
行
責
任
者

　
　
議　
長　
井
出

春
彦

●
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
杉
森

賢
二

　
　
副
委
員
長　
石
川

美
穂

　
　
委　
員　
大
沼

正
明

　
　
委　
員　
福
田　
　
明

　
　
委　
員　
加
藤　
祐
喜

　
　
委　
員　
安
田
三
津
子

　
　
委　
員　
若
林　
　
徹

　
　
委　
員　
内
田　
幸
英

編 

集 

後 

記

発行╱静岡県駿東郡長泉町議会　編集╱広報広聴常任委員会　〒４１１－８６６８　駿東郡長泉町中土狩８２８　☎０５５－９８９－５５２６　ＦＡＸ ０５５－９８６－５９０５
メール
アドレス

ホームページ
アドレスｇｉｋａｉ＠town.nagaizumi.lg.jp ｈｔｔｐ：//www.town.nagaizumi.lg.jp/soshiki/gikai/1601.html

　
町
内
に
あ
る
施
設
な
ど
を
出

題
し
ま
す
。
○
の
中
に
入
る
言

葉
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方

に
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。

応
募
方
法

● 

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、応
募
フ
ォ

　

 

ー
ム
の
い
ず
れ
か
か
ら
、
ク

イ
ズ
の
答
え
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
議
会
な

が
い
ず
み
の
感
想
を
書
い
て

お
送
り
く
だ
さ
い
（
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

　
※ 

〆
切
は
８
月
３１
日
㈬
消
印

有
効
で
す
。
当
選
者
の
発

表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ

て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
宛
先

　
〒
４
１
１
‐
８
６
６
８

　
長
泉
町
中
土
狩
８
２
８
番
地

　
長
泉
町
議
会

　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

前
回
の
正
解
は

駿
河「
平
」自
然
公
園
で
し
た
。

（
応
募
総
数
６４
通
正
解
数
６４
通
）

　
先
日
、
３
年
ぶ
り
に
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
翌

週
に
は
、
父
親
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
快
晴
の
下
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
常
の
生
活

が
戻
り
始
め
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
か
ら
原

油
や
穀
物
価
格
の
高
騰
、
急

激
な
円
安
に
よ
り
食
料
品
な

ど
の
値
上
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
が

毎
日
の
よ
う
に
流
れ
、
生
活

へ
の
影
響
が
大
変
に
心
配
で

す
ね
。
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
は
、
県
内
外
の
事
例
を

参
考
に
、
さ
ら
に
良
い
広
報

紙
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

若
林　
徹

①０歳から住んでいます。①０歳から住んでいます。
②�三島駅に近いため、東京に行②�三島駅に近いため、東京に行
きやすいです。きやすいです。

③�もう少しバスが使いやすく③�もう少しバスが使いやすく
なったらいいと思います。なったらいいと思います。

④�若い人に向けたイベントを実④�若い人に向けたイベントを実
施してほしいです。施してほしいです。

⑤�長泉町のシンボルになるよう⑤�長泉町のシンボルになるよう
なものを期待します。なものを期待します。

①生まれた時から住んでいます。①生まれた時から住んでいます。
②暮らしやすいと感じます。②暮らしやすいと感じます。
③�交通がしっかりしていて、子③�交通がしっかりしていて、子
育てしやすいところが良いと育てしやすいところが良いと
思います。バスを利用しやす思います。バスを利用しやす
くしてほしいです。くしてほしいです。
④�わくわく祭りを開催してほし④�わくわく祭りを開催してほし
いです。いです。
⑤�公園がほしいです。運動イベ⑤�公園がほしいです。運動イベ
ントなどの実施を期待します。ントなどの実施を期待します。

（中土狩（中土狩・・平柳さん）平柳さん）（下土狩・山田さん）（下土狩・山田さん）


